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安全・安心へ向けた
総合安全工学研究所の役割

中村 　順
Jun Nakamura

公益財団法人総合安全工学研究所　専務理事

このたび公益財団法人総合安全工学研究所
の専務理事を拝命しました。今後とも田村昌
三理事長のもと、総安研の発展に貢献できる
よう尽力していく所存でございます。前任の
小川輝繁先生のこれまでの役割を果たせるか
甚だ不安ではありますが、できる限り努めて
まいります。

最近の主な事業について概観するととも
に、今後さらに発展させたいと考えており
ます。

主要な業務として、総合安全工学に関する
普及・啓発についてですが、『セイフティ エ
ンジニアリング』の発行があります。より広
く読んでいただけるように、分かり易くを
モットーにホームページに要約の紹介や、自
然災害などに関する記事を公開しております。

また、総合安全懇話会という講演会を開催
しています。コロナ禍により、ハイブリッド
開催として継続していますが、ぜひ講演者と
の直接交流の場を復活させたいと考えており
ます。さらに、会員の情報交換のため化学安
全、プロセス安全、テロ対策の各セミナーを
開催しています。中でもテロ対策セミナーは、
官庁、分析装置メーカー、商社、警備・保安
業など多くの分野から会員となっていただ
き、啓発活動だけでなく会員同士の情報交換

の場として活用されていて、他のセミナーも
含めてさらに活発なセミナーとしていきたい
と考えております。

調査研究委託としては、事故原因究明や安
全対策などについての相談が多くあり、事故
関係の専門家が少ない会社からは、コンサル
タントの役目が期待されています。その期待
に応えるようにしたいと考えています。

さらに、独自の実験室で各種測定装置を用
いた化学安全性に関する評価試験を行ってい
ます。最近の傾向として先端企業、ベンチャー
企業などニッチな分野からの依頼が多くあり
ます。引火点などの測定が、温度による物性
の変化により定められた試験方法での実施が
難しい場合もみられますが、要望に応じて対
応するよう努力しております。これらは他の
試験機関などで実施が難しく、総安研として
も依頼を通じて対応可能にしてきており
ます。

それ以外にも、専門家の立場から国民の安
全・安心に係る活動として、総安研と学会、
特定非営利活動法人などの機関と協力を行っ
て業務をこれまでどおり進めていく所存で
す。これまでと同様に皆さまのご協力・ご支
援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いい
たします。
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